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研究成果の概要（和文）：精神障害者の親をもつ子どもの生活実態の把握を目的に該当の子ども8名と学校教員9名に面
接調査を行った。子どもは親の疾患について説明を受けず、親の症状に巻き込まれ、その経験がトラウマとなっていた
。また、世話をされることが少なく、自分で生活していく難しさを抱えていた。教員は、連携しながら子どもと親に関
わり、状況を理解しようと努め、彼らをサポートしていた。教員のニーズとして親子への関わり方の理解が挙げられた
。
一方、ドイツでは、①地域で関係機関のネットワークをつくり該当の子どもの発見、②心理士による家族面談の実施、
③子どもの気持ちの表出とストレス緩和を目的としたセラピーの実施等を行っていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify how children who are living with 
mentally ill parents live. Children are not given explanations about their parent’s illness, and they 
are often caught up in the symptoms of the parents, leaving the children traumatized from these 
experiences. No one provides care for these children and they are burdened with the difficulties of 
trying to survive on their own. School educators work with other teachers to try and reach out to these 
children and provide them with understanding. These educators are looking for guidance on how best to 
interact with these challenged families.
On the other hand, in Germany the following forms of support are available: (1) a network among relevant 
bodies in the community to identify these at-risk children, (2) family consultations with a psychologist, 
(3) therapy and group-based support to help these children express their feelings and ease their stress.

研究分野：公衆衛生看護
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１．研究開始当初の背景 
 日本の精神疾患の患者数は近年増加し，平
成 23 年 320 万人となっている 1)．それに伴
い精神障害のある親をもつ子どもも増えて
いることが予想される．精神障害者の家族に
関する研究動向をみると、国外では精神障害
者の親をもつ子どもに着目した研究が多く、
その子どもの精神疾患の発症リスクは健常
者の子どもの約 2~10 倍であった（Mattejat 
F., et al., 2011）2)。また、子どもの QOL測
定具である KINDL-R (Questionnare for 
Measuring Health Related Quality of Life 
in Children and Adolescents,Ravens& 
Bullinger, 2000)3)がドイツで開発され、精神
障害者の親をもつ子どもは健常者の親の子
どもと比較して「精神的なWell-Being」や「友
人」等に関する項目が低い（Pollak E. et al., 
2008）4)ことが明らかにされており、子ども
への介入の必要性が論じられ支援も進めら
れている。国内では精神障害者の家族研究の
大半は障害者の親に関するものであった。子
どもに関する先行研究は土田他（2010）5)が
精神障害をもつ親と暮らす子どもの生活状
況を把握した報告があるが、他には見られな
かった(田野中, 2011)6)。また、高校の教員か
らは親が精神障害者である生徒が複数おり、
介護や就労のため勉強や学校生活に集中で
きない状況にあると聞いている。最近、精神
障害者を親にもっていた経験者の講演や子
どもの会の発足が報告され、問題が浮かびあ
がりつつある。日本でも早急に精神障害者を
親にもつ子どもの実態を明らかにし、必要な
支援を検討していく必要がある。 
 
２．研究の目的 
研究１）ドイツを中心とした国外の先行研究
の把握と現地視察を行い、精神障害者を親に
もつ子どもへの支援に関して示唆を得る。 
研究２）精神障害者の親と暮らす子どもの就
学以降の生活や気持ち、必要としている支援
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 当初、研究２）に関して、高校生の QOL
を量的および質的に調査し、精神障害者の親
をもつ子どもと健常な親をもつ子どもの比
較を行う予定であったが、精神障害者の親を
もつ未成年の子どもを多数把握することが
困難であった。そこで、こうした親と暮らし
た経験をもつ子ども（成人）に生活や気持ち
についての調査を行うことに加えて、子ども
と接点のある教員に支援の実際や今後必要
と考える支援について調査し、多角的に子ど
もの状況を把握することとした。 
【研究１】国外の先行研究の把握 
（１）先行研究レビュー 

PubMed(医学系)、CINAHL with full text 
（看護系）、PsycINFO（心理学系）、医学中
央雑誌（国内）を用いて検索する。キーワー
ドは mental illness or schizophrenia or 

depression、bipolar AND child or children 
AND parents  とし、査読有の論文で出版時
期を 1980年から 2013年 5月とする。タイ 
トルや要旨を概観し、研究論文の形式をとっ
ていない文献や本研究の目的に合致しない
文献を除き、最終的に論文 62 件を対象とし
て精読を行う。 
(2)現地視察 
 精神障害者の親をもつ子ども“CHIMPs” 
(Children of mentally ill parents)への支援
プロジェクトを展開しているドイツ・ハンブ
ルク州の University Clinic Hamburg- 
Eppendorfを訪問し、ドイツの知見に関する
資料の収集、支援の実際を見学する。さらに
行政や民間の NPO 法人も訪問し、支援内容
を把握する。 
【研究２】 
（１） 精神障害者の親と暮らした経験をも
つ成人への調査 
①協力者：子どもの頃に精神障害者の親と暮
らした経験のある成人 8名 
②データ収集方法：協力者の基礎情報を把握
した上で、半構造化面接を行う。主な質問内
容は「就学以降の生活や気持ち」、「助けとな
った家族の関わり、教員など家族以外の支
援」、「子どもの頃に必要と思う支援」である。 
③分析方法：基礎的情報は単純集計を行う。
得られたデータから質的帰納的分析を行う。
具体的には逐語録を文脈のまとまりごとに
コードを作成し、意味内容の類似性や関連性
を考慮し、カテゴリーを作成し、考察を行う。 
(２)精神障害者の親と暮らす子どもへの教員
からの支援に関する調査 
①協力者：学校（小、中、高校）の教員 9名 
②データ収集方法：協力者の職種、経験年数
等を把握した上で、半構造化面接を行う。主
な質問内容は「該当のケースに対応した内
容」「対応の中で困ったこと」「どのような工
夫があると子どもへのサポートが進むか」等
である。 
③分析方法：前述（１）の調査と同様に、デ
ータから質的帰納的分析を行う。 
【倫理的配慮】 
各研究に関して、佛教大学保健医療技術学
部研究倫理委員会の承認を得て実施する。協
力者には書面を用いて口頭で研究の目的と
概要、結果を公表する際は、個人が特定され
ないこと等、個人情報保護に関する説明を行
い、同意書に記名してもらった後にインタビ
ューを実施する。 
 
４．研究成果 
【研究１】国外の先行研究の把握 
(１) 欧米では 1970年代よりRemschmidt
の研究グループが「精神疾患のある親をも
つ子ども」に関する研究を始め、その後関
連する研究が増えている。データベース
PSYCHINFO においてこのテーマに関す
る文献数が 1980年代より増加している 8)．
国籍をみると英語圏やドイツ語圏の国々を



中心に相互に影響を与えながら研究を発展
させていた。一方、日本で当該テーマに関し
て諸外国の先行研究が紹介される場合 5）、英
語によるものが大半だが、ドイツ語でも多く
の知見が蓄積されている。本論ではドイツで
把握されている主な内容を以下の通り報告
する。 
①精神疾患を患う親をもつ子どもの割合 13
～19％2)、オーストラリアは 23.3％7)である。
ドイツでは親が精神的に病んでいる子ども
が少なくないにも関わらず、その子どもの 4
割は親の精神疾患について説明を受けてい
ない。子どもは、自分の親や家庭の状況が特
別なもので、他者に話してはいけないと思っ
ている 9）。 
②子ども自身の精神疾患発症の予防因子やﾚ
ｼﾞﾘｴﾝｽについて多くの報告がある。発症予防
因子については例えば「家族と専門家が病気
との付き合い方を学習すること」、「親と子ど
もが強固で人間的な関係の構築」等がある 8）。 
③子どもの発達促進因子は「親は病気であり
子ども自身には責任はないという認識」、「健
全な大人や友人との強固な関係」、「学校への
興味と成果」等がある 2）8）。 
また、精神障害者の親をもつ子どもへの支
援は、子どもの精神疾患発症を予防すること
につながるため、調査研究や実践活動だけで
なく、医療機関や学校、一般に向けて啓発活
動を進められていた 9）。 
(２)ドイツの現地調査の結果、および考察は
以下の通りである。 
ハンブルクで行っている“CHIMPs”9)のプ
ログラムは、病院の精神科から紹介されたケ
ースに対して、まず①親面談にて、親や子ど
もの状況について把握し、次に②子ども面談
で各子どもの状況を把握していた。最後に③
家族面談にて、家族全員が障害に伴う問題に
どのように対応するかや、継続して受ける支
援について話し合われていた。プログラムに
参加した家族は KINDLR（子どもの QOL 尺度）
等が有意に高くなっていた。親子のオープン
なコミュニケーションの形成とその中での
子どもへの説明、家族内外の人との関係づく
りを進めていくことの重要性が示唆された。 
 ﾃﾞｭｲｽﾌﾞﾙｸの精神障害者を支援する行政機
関である「PSAG（精神社会活動連合）」では、
行政主導で、地域を 4つに区切り、医療機関
や児童青年相談所、心理支援機関、行政が精
神障害者の親とその子どもに関するネット
ワークをつくっていた。活動内容として、該
当の子どもをいずれかの機関で見つけ出し、
精神科クリニックで家族相談を行う。その後、
各子どもに適した支援を開始する。主な内容
としては、アートセラピーや作文・作詩があ
る。これは、子どもの気持ちを表出し、スト
レスを軽減すると共に、家庭の外で子ども自
身の時間を確保することを目的としていた。
また、ボルタリング等の運動を行い、子ども
の自己効力感の向上を行っていた。いずれの
活動も心理士やアートセラピスト、運動指導

士等の各専門家の協力を得て実施されてい
た。以上から、精神障害者の親と暮らす子ど
もを支援するネットワークづくりと子ども
の発症予防にもつながる具体的な支援の重
要性が示唆された。 
 ｳﾞｭﾙﾂﾌﾞﾙｸでは、Diakonie Würzburg（社会
福祉団体）では 20 年以上前から健常な親か
らの育児等の相談をうけていたが、10件に 1
件は親の精神障害に関することであったと
いう。そこで、2000 年から、こうした子ども
のグループ支援を行っている。年齢により 3
グループに分け、週 1 回 90 分、1 グループ
12～15 回実施している。概要は、①自己紹介、
②歌、③スタッフの決めた内容（例．精神障
害者の親と子どもを描いた絵本を読みなが
ら、自分たちの家庭のことも自然に話すよう
にする）、④子どものしたいことを行う、で
あった。また、この団体では、うつ病の母親
とその子どもの生活を描いた絵本を出版し
ている。内容は精神疾患に苦しむ親と子ども
の生活だけでなく、精神疾患や受けられる支
援について分かりやすく説明しており、読者
への理解を進めていた。国内でも、当該のテ
ーマを扱った絵本が出版され始め 10）、当事者
はもちろん、社会への啓発も重要であること
を再確認した。 
今回得られたドイツの知見は日本ではま
だ取り組まれていない内容が大半であり、今
回の調査は、今後、日本がこうした子どもへ
の介入を進めていく上で、重要な示唆となる
と言える。 
【研究２】 
(1) 精神障害者の親と暮らした経験をもつ
成人への調査 
協力者 8名の概要は、女性 5名、男性 3名。 
年代は 20代 2名、30 代 2名、40代 3名、50 
代 1名。親の疾患は、統合失調症が 7名、統 
合失調症とパニック障害が 1名。精神障害を 
もつ親の属性は母親が 7 名、両親共が 1名。 
就学以降の子どもの家庭での役割は「家事」
が 7名と多く、早くは小学校 3年生から家事
全般を担っていた。他に親の「服薬支援」、「親
に代わり通院」、「親の身辺介助」、高校生の
頃から「家の金銭管理」を行っている子ども
もいた。今回の協力者の中に子どもの頃に精
神疾患に関して説明を受けた人はいなかっ
た。 
語られた内容から、カテゴリー7つが挙げ 
られた。親の疾患に関連して「親の悪化した
症状による被害とトラウマ」「病状を説明さ
れないことによる困難」が挙げられた。子ど
もは親の疾患について誰からも教えられず、
悪化した症状による被害から夜でも家を逃
げ出すケースもあった。その子どもは事情が
分からず経験する怖さが現在もトラウマに
なっている。生活や家族内外の関わりとして
「世話をされない生活を自分でなんとかす
るしかない難しさ」「兄弟姉妹との支え合い」、
「教員・医療職・近隣住民の踏み込まない関
わり」が挙げられた。子どもは家事や身の回



りの用意について、親や周囲の大人から教え
られることが少なく、自分で模索しながら時
には恥ずかしい思いをしながら生きてきた。
そのため、成人してからも家事や人との関わ
り方に自信がもてずにいた。他に親族からの
偏見を含む「親や親族からの愛情を感じず翻
弄された生活」や自分の時間と家族の世話に
関して「自己の発達課題と親の病状との葛
藤」が語られた。結果から、子どもへの疾患
説明と生活の中で子どもに寄り添い、生活の
仕方を伝えられる大人の関わりが必要であ
ると考えられた。 
現在、日本のこうした子どもの現状はほと
んど知られておらず、今回明らかになった内
容を報告することは、今後の本課題の発展に
向けて有意義であると言える。 
(２)精神障害者の親と暮らす子どもへの教
員からの支援に関する調査 
協力者 9名は全員女性で、小学校教員 2名、
小中学校教員 1名、中学校教員 5名（内 2名
が養護教諭）、中高教員 1名。教員経験年数 5
年 1 名、15 年 1 名、20～29 年 4 名、30～36
年 3名。該当の子どもに継続的に関わった件
数は 2、3 件が 4 名、4、5 件が 2 名、6～10
件が 2名、10～20 件が 1名であった。 
サポート内容については5つのカテゴリー
「子どもの居場所づくり」「子どもと関わり
理解を深める」「子どもの自立を支える」「親
と向き合い受けとめる」「他の教員や他機関
との情報共有と連携」が、教員が子どもを支
援していく上で必要と感じていることは2つ
のカテゴリー「子どもや親への関わり方の理
解」「社会資源の理解」が挙げられた。 
結果から、学校の教員は他の教員や他機関
と連携しながら、子どもや親と関わり、理解
しようと努め、彼らをサポートしていた。教
員に子どもの生活や気持ち、必要な支援につ
いての理解を促すことは、困難な生活をして
いる子どもの生きやすさにつながると考え
られる。 
今回の調査協力者の教員から、精神障害者
の親とその子どもについて教えてほしいと
の要望があり、佛教大学保健医療技術学部研
究倫理員会の承認を受け、ある小学校で教員
研修を実施した。参加者は教員 25 名（男性 7
名、女性 18名。経験年数 1～4年 10 名、5～
9年 5名、10～19 年 4名、20 年以上 6名）で、
内容は精神障害者の親と暮らす子どもの事
例を紹介した後に、グループで、どのような
関わりができるかを話し合った。研修後のア
ンケート結果では、「研修を通じて精神障害
者の親と暮らす子どもの生活や気持ちにつ
いて理解が深まった」や「こうした子どもに
対する捉えかたや関わり方を振り返ること
ができた」が 7割以上あり、一定の評価が得
られたと考える。今後の介入の方向性につい
て示唆を得られた。 
【今後の展望】 
 今後、より子どもの状況を把握するために
は、海外で行われている QOL の調査等のよう

に量的調査を含め、様々視点から調査研究を
行う必要がある。 
また、研究開始当初は予定していなかった
教員への研修を実施したが、今後、教員の理
解を広く促し、さらに現場に役立つようにす
るために、研修方法や内容についても検討し
ていく。 
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